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今
回
の
離
島
振
興
法
の
改
正
を
受
け
て
、
滋
賀
県
と
し
て
今
後
、
沖
島
振

興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
そ
の
決
意
の
ほ
ど
を
伺
う
。

知
事
　
沖
島
は
淡
水
の
中
に
あ
っ
て
人
々
が
暮
ら
す
大
変
貴
重
な
島
で
あ
り
、

今
回
、
法
に
基
づ
く
離
島
振
興
法
の
指
定
の
道
が
開
け
た
と
い
う
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
島
に
は
昭
和
50
年
以
降
、
私
自
身
、
何
度
も
何
度
も
足
を
運
び
、
あ
る

意
味
で
私
自
身
の
湖
と
人
々
の
関
わ
り
に
関
す
る
研
究
の
原
点
で
も
あ
り
、

地
産
地
消
の
島
に
生
き
る
暮
ら
し
ぶ
り
は
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
教
育
的

効
果
あ
る
い
は
文
化
的
効
果
が
大
き
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
県
と
し
て
は
、
今
回
の
改
正
法
の
理
念
に
も
う
た
わ
れ
て

い
る
地
域
間
交
流
の
促
進
あ
る
い
は
定
住
の
促
進
な
ど
、
近
江
八
幡
市
に
お

け
る
沖
島
振
興
に
前
向
き
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
沖
島
21
世
紀
夢
プ
ラ
ン
」
に
対
す
る
知
事
の
評
価
を
伺
う
。

知
事
　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
沖
島
の
皆
様
が
Ｋ
Ｊ
法
（
川
喜
田
二
郎
氏
が
考
案
し
た
問

題
解
決
の
技
法
）を
使
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
、
ま
た
願
望
を
ま
と
め
て
、

住
民
総
ぐ
る
み
で
何
度
も
何
度
も
話
し
合
い
を
し
て
作
っ
た
も
の
だ
と
伺
っ

て
お
り
、
ま
さ
に
地
域
住
民
の
自
治
の
精
神
に
根
ざ
し
た
プ
ラ
ン
で
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
例
え
ば
地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
漁
業
協
同
組
合
と
の
特
産

品
開
発
と
し
て
、
沖
島
の
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

地
元
の
企
業
と
も
共
同
で
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
様
々
な
人
達
と
の
協
働
で
ま
さ
に
土
地
の
自
然
を
生
か

し
、
人
の
力
を
生
か
し
、
そ
し
て
地
と
知
の
力
を
生
か
す
と
い
う
こ
と
で
、

滋
賀
県
の
基
本
構
想
の
中
で
も
大
変
個
性
的
な
発
展
が
期
待
で
き
る
場
で
あ

り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

学
習
船
「
う
み
の
こ
」
や
大
型
観
光
船
が
寄
港
で
き
る
港
の
整
備
に
つ

い
て
現
時
点
で
の
考
え
を
伺
う
。

土
木
交
通
部
長
　
こ
の
こ
と
は
、
地
元
の
皆

様
と
近
江
八
幡
市
が
協
働
で
策
定
さ
れ
ま
し

た
「
沖
島
21
世
紀
夢
プ
ラ
ン
」
の
具
体
策
の

一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
近
江
八
幡
市
か
ら
、
具
体
的
に
離

島
振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
要
請
が
あ
れ

ば
、
災
害
時
の
船
舶
に
よ
る
避
難
の
観
点
も

含
め
、
沖
島
の
振
興
対
策
と
し
て
の
新
し
い

港
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
と
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

沖
島
に
お
け
る
電
気
の
供
給
に
つ
い
て
、
不
測
の
事
態
に
お
い
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
で
そ
の
供
給
が
で
き
れ
ば
、
住
民
の
安
心
感
も
増
大

す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

琵
琶
湖
環
境
部
長
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
自
立
・
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
観
点
と
、
議
員
ご
指
摘
の

よ
う
な
、「
災
害
時
に
電
力
会
社
か
ら
の
電
力
供
給
が
遮
断
さ
れ
る
と
い
っ
た
、

不
測
の
事
態
へ
の
備
え
」と
い
う
趣
旨
か
ら
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、「
災
害
等
に
強
く
環
境
負
荷
の
小
さ
い

地
域
づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。　

診
療
所
の
設
置
や
医
師
派
遣
に
つ
い
て
離
島
振
興
法
適
用
で
大
き
く
改

善
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
県
と
し
て
は
、
今
後
、
国
が
示
す
医
療
・
介
護
の
確
保
等

に
関
す
る
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
地
元
近
江
八
幡
市
が
作
成
し
ま
す
計
画
案

に
お
け
る
医
療
等
の
ソ
フ
ト
事
業
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
、

必
要
な
医
療
の
確
保
等
、
法
改
正
の
趣
旨
が
沖
島
の
医
療
改
善
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

QAQA

QAQAQAこ
の
ほ
か
に
、「
食
の
安
全
・
安
心
推
進
条
例
」の
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
食
中
毒
防
止

策
な
ど
、県
に
お
け
る
食
の
安
心
・
安
全
対
策
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
6
月
定
例
会
一
般
質
問
か
ら

　さる7月23日に奥村展三衆議院議員や
徳永久志参議院議員とともに沖島を訪問
し、沖島の振興策について自治会や漁協
の役員の方々と意見交換をさせていただ
きました。
　お二人からは先般改正された「離島振興
法」の具体的な内容や県内選出の国会議員
が内水面の島にも法が適用されるように
努力されたことなどについて報告され、

住民の皆さんからは人口減少や高齢化の
状況、医療や介護に対する不安、今後の
漁業のあり方などについてお話をお聞き
しました。
　沖島では「沖島21世紀夢プラン」を住民
総参加で策定され、これまで30項目にわ
たる振興策について取り組んでこられま
した。その中でも「うみのこ」などの大型
船が寄港できる栗谷港の整備、医師の常
駐・救急医療の体制構築、ヘリポートの
整備、防災上の観点からの周遊道路の整
備、太陽光や風力などによる再生可能エ
ネルギーの導入などについては多額の事
業費が必要なため、是非とも離島振興法
の指定を受けて実現していきたいという
ご要望がありました。
　今後は地元住民の皆さんと近江八幡市、
滋賀県がしっかり連携して振興計画を策
定し、新法施行後は早急に国の指定を受
けることが必要です。
　私たちも沖島における安全で安心な生
活を確保し、定住の促進を図るために全
力で取り組むことをお約束しました。

　委員会の重要課題である高校再編問題
について県民の皆さんの声を直接お聞き
するため、県議会の初めての試みである「県
民参画委員会」を長浜市で開催しました。委
員会では「長浜の未来を拓く教育検討委員
会」の委員の皆さんとともに地域における
人材育成や今後の再編問題への取り組み
などについて意見交換をしました。子ども
たちへの影響を考えて、9月中を目途に地
元の意見を十分くみ取りながら高校再編
計画を示すことが急務となっています。
　また、大津市のいじめによる中学生自殺
事件が全国から注目されていますが、大津

市・県・文部科学省が連携して、自殺に至
った背景や原因を十分調査し、二度とこの
ような悲惨な事件が起こらぬように、全国
的にいじめの撲滅をめざす取り組みを展
開することが我々の責務です。

初めて開催された県民参画委員会の様子。(長浜市)

自治会が運営する通船から見た沖島の風景。

沖島振興策について
地元住民の皆さんとの
意見交換会開催。

文教・警察常任委員会 活動報告

沖島コミュニティーセンターで奥村展三衆議院議員・徳永久志
参議院議員とともに自治会、漁協の役員の皆さんと意見交換を
しました。

日　時 平成24年8月25日㈯ 午後7時30分から
場　所 文化会館小ホール(市役所東隣)
報告者 奥村展三 徳永久志 今江政彦
 衆議院議員 参議院議員  県議会議員

国政・県政報告会の開催について国政・県政報告会の開催について国政・県政報告会の開催について

　

平
成
25
年
３
月
で
法
期
限
を
迎
え
る
離
島
振
興
法
の
改
正
案
が
今
国
会
に
お
い
て
全
会一致
で
可
決
成
立
し
、
平
成
35
年
３
月
31
日

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
法
改
正
で
は
第
１
条
の
目
的
の
中
で
「
離
島
が
四
方
を
海
等
に
囲
ま
れ
…
」
と
い
う
よ
う
に
内
水
面
に

あ
る
島
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
沖
島
へ
の
離
島
振
興
法
適
用
の
可
能
性
が
大
き
く
開
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
今
ま
で
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
事
業
中
心
で
な
く
、
介
護
、
自
然
環
境
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
、

交
通
・
情
報
通
信
、
産
業
・
雇
用
、
医
療
・
福
祉
、
教
育
、
防
災
・
減
災
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
事
業
が
そ
の
対
象
に
な
る
予
定
で
す
。

　

沖
島
は
人
口
減
少
が
長
期
に
継
続
し
て
お
り
、
高
齢
化
も
急
速
に
進
ん
で
い
る
現
状
か
ら
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
加
え
て
、
さ

ら
に
観
光
事
業
を
振
興
す
る
な
ど
、
雇
用
機
会
を
拡
充
し
て
、
若
者
た
ち
の
定
住
を
図
る
た
め
に
は
離
島
振
興
法
の
活
用
は
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
回
の
改
正
に
あ
た
り
、
知
事
並
び
に
関
係
部
長
に
対
し
て
沖
島
振
興
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

右記の通り開催し
ます。多くの皆様
のご参加をお待ち
しております。

今江まさひこ プロフィール
昭和29年（1954年）生まれ（満58歳）。県立彦根東高
等学校、同志社大学法学部を卒業後、近江八幡市職員を
経て、2007年４月滋賀県議会議員に初当選。現在、
２期目で文教・警察常任委員会副委員長を務める。


